
公認欠席に伴う補講について（ご連絡） 

 

本学では、授業への出席を重要視していることから、次のような取り決め

をしています。 

・各教科目において授業回数の７割以上の出席回数（端数切上げ）の出席が

なければ定期試験を受験することが出来ません。なお、定められた理由に

より授業を欠席した場合は、公認欠席扱いとなり、状況により受験資格が

猶予される場合があります。 

・公認欠席に伴い失った学習を補完したい場合は、教務課で手続きをし、補

講を受けることができます。 

・実施された補講は、欠席した授業を出席したものとみなし、単位認定に必

要な授業回数が復活します。 

・公欠の補講は、原則として事後２週間以内に補講を受けなければなりませ

ん。 
 

 

◆公認欠席に伴う補講の手続き◆ 

補講を希望する学生は、補講を受けたい科目ごと「公認欠席に伴う補講願」

を教務課に提出します。以下の①～③をよく読んで手続きしてください。 

①「公認欠席に伴う補講願」に必要事項を記入し、公認欠席日の翌週の同曜

日まで（公認欠席日が連続する場合は、公認欠席期間の最終日の翌週の同

曜日まで）に教務課に願い出なければなりません。期限に遅れた場合は受

け付けられないので注意してください。 

②補講は、担当教員の指定する期日・方法により実施されます。 

③公認欠席に伴う補講を欠席した者に対して、理由の如何を問わず再補講は

行いません。  
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